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「
歎
異
抄
」
後
序

続
き

か
な
し
き
か
な
や
、
さ
い
わ
い
に
念
仏

じ
き

し
な
が
ら
、
直
に
報
土
に
う
ま
れ
ず
し

へ
ん
じ

て
、
辺
地
に
や
ど
を
と
ら
ん
こ
と
。
一

室
の
行
者
の
な
か
に
、
信
心
こ
と
な
る

こ
と
な
か
ら
ん
た
め
に
、
な
く
な
く
ふ

で
を
そ
め
て
こ
れ
を
し
る
す
。
な
づ
け

た
ん

に

し
ょ
う

げ

け
ん

て
『
歎
異
抄
』
と
い
う
べ
し
。
外
見

あ
る
べ
か
ら
ず
。

後
鳥
羽
院
御
宇
、
法
然
聖
人
他
力
本

願
念
仏
宗
を
興
行
す
。
于
時
、
興
福
寺

僧
侶
敵
奏
之
上
、
御
弟
子
中
狼
藉
子
細

あ
る
よ
し
、
無
実
風
聞
に
よ
り
て
罪
科

に
処
せ
ら
る
る
人
数
事
。

一

法
然
聖
人
並
御
弟
子
七
人
流
罪
、

ま
た
御
弟
子
四
人
死
罪
に
お
こ
な
わ
る

る
な
り
。
聖
人
は
土
佐
国
番
田
と
い
う

所
へ
流
罪
、
罪
名
藤
井
元
彦
云
々
、
生

年
七
十
六
歳
な
り
。

親
鸞
は
越
後
国
、
罪
名
藤
井
善
信

云
々
、
生
年
三
十
五
歳
な
り
。

浄
円
房
備
後
国
、
澄
西
禅
光
房
伯
耆
国
、

好
覚
房
伊
豆
国
、
行
空
法
本
房
佐
渡
国
、

幸
西
成
覚
房
・
善
恵
房
二
人
、
同
遠
流

に
さ
だ
ま
る
。し
か
る
に
無
道
寺
之
善
題

大
僧
正
、こ
れ
を
申
し
あ
ず
か
る
と
云
々

遠
流
之
人
々
巳
上
八
人
な
り
と
云
々

被
行
死
罪
人
々
。

一
番

西
意
善
綽
房

二
番

性
願
房

三
番

住
蓮
房

四
番

安
楽
房

二
位
法
印
尊
長
之
沙
汰
也
。

親
鸞
改
僧
儀
賜
俗
名
、仍
非
僧
非
俗
。

然
間
以
禿
字
為
姓
被
経
奏
問
畢
。
彼
御

申
状
、
于
今
外
記
庁
納
云
々

流
罪
以
後
愚
禿
親
鸞
令
書
給
也

右
斯
聖
教
者
、為
当
流
大
事
聖
教
也
。

於
無
宿
善
機
、無
左
右
不
可
許
之
者
也
。

釈
蓮
如
御
判

（
真
宗
聖
典
六
四
一
〜
六
四
二
頁
）

お
念
仏
の
教
え
に
遇
う
こ
と
な
く
命

終
わ
っ
て
し
ま
う
私
達
が
、
さ
い
わ
い

に
こ
の
お
念
仏
の
世
界
に
導
き
入
れ
て

頂
き
な
が
ら
、
真
実
の
報
土
に
生
ま
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
で
方
便
の
浄
土
に

と
ど
ま
っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
本
願
を
疑

い
な
く
信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
、

自
力
の
こ
こ
ろ
で
参
っ
た
信
心
で
、
そ

こ
か
ら
出
ら
れ
な
い
で
い
る
。
浄
土
に

生
ま
れ
て
も
、
方
便
の
浄
土
に
し

か
生
ま
れ
な
い
、
そ
の
こ
と
が
き

わ
め
て
悲
し
い
こ
と
。
親
鸞
聖
人

の
教
え
を
同
じ
と
こ
ろ
で
聞
か
せ

て
頂
い
た
念
仏
者
の
中
に
、
同
じ
く
念

仏
は
し
て
も
、
信
心
が
違
う
と
い
う
こ

と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
同
一
信
心
と

い
う
こ
と
を
得
る
た
め
に
唯
円
は
泣
き

な
が
ら
悲
し
さ
を
こ
ら
え
な
が
ら
こ
の
ひ
そ

書
物
を
書
い
た
の
で
す
。
唯
円
が
竊
か

に
思
う
こ
と
を
悲
し
み
を
も
っ
て
書
き

つ
ら
ね
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

法
然
上
人
並
び
に
弟
子
八
人
は
流

罪
、
四
人
は
死
罪
。
親
鸞
聖
人
は
行
政

の
命
令
で
僧
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
が
、

世
俗
の
名
利
追
求
に
戻
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。だ
か
ら
非
僧
非
俗
。藤
井
善
信
と

い
う
名
前
は
返
上
し
て
、
愚
禿
親
鸞
と

名
告
ら
れ
て
朝
廷
に
提
出
し
ま
し
た
。

流
罪
以
後
、
親
鸞
聖
人
は
愚
禿
親
鸞

と
名
告
ら
れ
た
の
で
す
。（
完
）（
当
寺

ご
法
話
抜
粋
要
約
、文
責
住
職
釋
徹
照
）

（
第
五
十
六
回
）

春彼岸法要

詳
細
は
3
頁

詳
細
は
2
頁

八
月
十
日（
土
）午
前
・
午
後

厳
修
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真
の
依
り

真
の
依
り
処

真
の
依
り

真
の
依
り
処

敬

弔

お
盆
お
盆
お
盆

光
照
寺
開
基
住
職
池
田
孝
郎
、（
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
命
終
七
七

歳
）
が
浄
土
へ
還
帰
さ
れ
ま
し
た
。
生

前
の
ご
功
労
を
偲
び
、
念
仏
合
掌
し
て

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

通
夜
四
月
十
日
、
十
一
日
に
葬
儀
を

勤
め
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。
生
前
中
に
出
遇
わ
せ
て
頂
き
ま

し
た
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
通
夜
葬
儀
に
ご

参
列
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は
お
忙
し

い
中
、
ご
会
葬
賜
り
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

「
仏
法
弘
ま
れ
か
し
、
念
仏
よ
興
れ
」

の
旗
印
を
振
っ
て
頂
い
た
そ
の
熱
い
情

熱
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
歩
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
仏
法
弘
通
、
念
仏
興
隆
、
法

城
護
持
に
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
、
池
田
孝
三
郎（
前
副
住
職
）は
、

本
年
、
二
月
二
十
八
日
付
、
本
山
の
住

職
修
習
を
修
め
、
住
職
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
浅
学
菲

才
で
い
た
ら
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、今
後
と
も
変
わ
ら
ず
ご
厚
誼
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

喪
主

光
照
寺
二
世
住
職
池
田
孝
三
郎

（
釋
徹
照
）

本
年
、
五
月
一
日
よ
り
平
成
か
ら
令

和
と
元
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
元

号
に
慣
れ
る
ま
で
相
当
か
か
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
平
成
と
打
っ

た
り
、西
暦
と
併
記
し
て
み
た
り
。あ
る

人
は
「
仏
教
徒
は
仏
暦
で
記
載
す
れ
ば

よ
い
の
に
」な
ど
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
以
前
は
災
害
や
内
乱
な
ど
が
起
こ

る
と
元
号
が
変
え
ら
れ
た
時
代
だ
っ
た

と
云
い
ま
す
。
現
代
は
一
世
一
元
の
制

で
時
代
の
流
れ
や
節
目
が
分
か
り
や
す

い
点
は
良
い
の
で
す
が
、
天
皇
の
生
前

退
位
と
新
天
皇
の
即
位
を
す
る
と
い

う
、
超
高
齢
社
会
を
象
徴
す
る
こ
と
で

も
あ
り
、若
干
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

天
皇
の
退
位
即
位
の
よ
う
に
す
べ
て

の
人
が
生
前
に
世
代
交
代
し
て
後
者
に

う
ま
く
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。人
間
の
欲
望
願
い
は
、

以
前
も
書
き
ま
し
た
が
、「
健
康
で
長

生
き
、
寝
た
き
り
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
の
看
護
を
得
て
畳
で
死
を
迎
え
れ
ば

最
高
だ
」
と
い
う
こ
と
。
い
つ
死
す
か

分
か
ら
な
い
の
に
、
生
と
死
を
自
分
の

思
い
の
範
疇
で
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
落
と
し
穴
が
あ
り
ま

す
。思
い
通
り
に
な
ら
な
い「
生
と
死
」、

「
い
の
ち
」
だ
よ
、
と
い
う
分
別
を
超

え
た
も
の
さ
し
に
遇
う
こ
と
が
本
当
に

生
き
る
こ
と
の
実
感
を
与
え
、
頂
い
た

「
い
の
ち
」
の
願
い
に
生
き
る
歩
み
が

は
じ
ま
る
の
で
し
ょ
う
。

亡
き
人
を
偲
び
、
ご
一
緒
に
お
念
仏

申
し
ま
し
ょ
う
。

お
盆
法
要
は
二
部
制
に
て
厳
修
致
し

ま
す
。
多
数
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
住
職

釋

徹
照
）

念
佛
を
と
な
え
て
何
か
変
っ
た
気
が

し
ま
す
か
。
親
鸞
は
信
じ
て
お
念
佛
申

さ
ば
そ
の
ま
ま
た
す
け
取
っ
て
捨
て
な

い
よ
、
た
だ
念
佛
申
す
こ
と
が
救
い
だ

と
。
碍
り
多
く
、
罪
深
い
私
は
大
切
な

長
男
を
亡
く
し
た
時
、
悲
し
み
の
あ
ま

り
死
ぬ
に
死
ね
な
い
生
き
る
に
生
き
れ

な
い
辛
い
地
獄
の
ど
真
ん
中
に
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
ま
る
で
く
ら
い
暗
室
の
中

で
昼
夜
も
わ
か
ら
な
く
体
中
を
ひ
も
で

縛
ら
れ
て
何
に
も
か
も
い
や
に
な
り
顔

の
相
も
変
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
を
息
子
が
こ
の
教
え
に
導
び
い
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
夢
中
で
お
念
佛

を
申
さ
せ
て
戴
い
て
い
ま
し
た
ら
ほ
ん

と
う
に
不
思
議
、
体
中
縛
ら
れ
て
い
た

ひ
も
が
プ
ツ
ン
と
切
れ
、
体
が
ふ
わ
ふ

わ
軽
く
な
り
、
全
く
違
う
世
界
に
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
お
念

は
た
ら

佛
の
用
き
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
か
ら

は
阿
弥
陀
様
に
感
謝
感
謝
で
ご
ざ
い
ま

す
。
南
無
阿
弥
陀
佛

岡
田
ノ
リ
子

如
来
の
本
願
は
、
風
の
よ
う

に
身
に
添
い
、
地
下
水
の
如

く
に
流
れ
続
け
る

平
野

修

（『
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
よ
り
）

盂蘭盆会法要
・8月10日（土）
第一部（午前）9時30分受付

午前 10時～11時30分まで
第二部（午後）1時受付

午後 1時30分～3時まで
・光照寺本堂にて
・勤行・法話
※準備の都合上、出席人数と午前か午後
の参詣をご連絡下さい。預骨、初盆の
方は率先してお参り下さい。
真宗のお盆に触れて下さい。ご参詣を
お待ちしてます。

お盆参り
・7月13日から16日の期間
・8月1日から16日の期間
（10日は除く）
※ご希望の日にちをお知らせ下さい。
時間につきましては、こちらで調整し
て連絡させて頂きます。ご自宅か当寺
のいずれかで読経いたします。
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四
月
二
日（
火
）に
、
大
人
十
名
小
人

九
名
の
参
加
に
て
、
勤
行
後
、
前
坊
守

挨
拶
、
子
供
達
の
自
己
紹
介
か
ら
お
釈

迦
様
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
花
御
堂
に

甘
茶
を
か
け
、
紙
し
ば
い
〝
う
ま
れ
た

ひ
〞
を
読
み
聞
か
せ
し
た
後
、
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
へ
行
き
ま
し
た
。
昼
食

を
食
べ
た
後
、
季
節
の
ア
ー
ト
と
い
う

色
紙
に
折
り
紙
で
折
っ
た
も
の
を
貼
っ

て
工
作
を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

昭
和
初
期
当
時
の
く
ら
し
の
道
具
や
様

子
の
展
示
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
子
供

達
は
、
昭
和
初
期
頃
の
遊
び
を
体
験
し

ま
し
た
。
大
人
は
、
近
代
の
時
代
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
話
し
を
聞
い
た

後
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

い
た
び

て
、
埼
玉
県
内
に
造
立
さ
れ
た
板
碑
の

展
示
の
説
明
も
聞
き
ま
し
た
。

昭
和
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
場
所
で
、
歴
史
の
勉
強
に
も

な
り
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

次
回
の
子
供
会
は
八
月
二
十
日（
火
）

で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

甘茶かけ

本堂にて

博物館にて

紙芝居

子子
供供
会会
報報
告告

子
供
会
「
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
」
報
告

花
ま
つ
り
＆
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

大
塚

陽
子

羅漢：「弥陀の本願は何をかな
めとするのか」

よう

「ただ信心を要とすとしるべ
し。」第1章

ろうしょうぜんあく

「弥陀の本願は老少善悪のひ
よう

とをえらばず、ただ信心を要と
ざいあくじんじゅうぼんのう

するものです。罪悪深 重 煩悩
し じょう しゅじょう

熾 盛の衆生をたすけんがため
の願にてまします。」
川越喜多院の五百羅漢
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寺
務
所
よ
り

（
詩
）

敬
弔

�
三
輪
民
子
様
（
護
持
会
副
会
長
）、（
平

成
三
十
年
六
月
十
八
日
還
浄
七
九
歳
）
生

前
の
ご
功
労
を
偲
び
、
念
仏
合
掌
し
て
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

�
法
要
の
ご
案
内

�
盂
蘭
盆
会
法
要

八
月
十
日（
土
）、
午

前
・
午
後
の
二
部
厳
修
。

�
秋
季
彼
岸
会
法
要

九
月
二
十
三
日

（
月
）午
後
一
時
三
十
分
よ
り
厳
修
。

�
報
恩
講
兼
住
職
継
承
奉
告
法
要

十
月

二
十
七
日（
日
）講
師
は
本
明
義
樹
先
生

（
専
光
寺
住
職
）、午
前
十
一
時
よ
り
厳
修
。

�
光
照
寺
護
持
会
総
会

六
月
三
十
日（
日
）午
前
十
時
よ
り
開
催
。

講
師
は
佐
々
木
玄
吾
先
生
（
い
ず
み
会
館

館
主
）。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

�
聞
法
会
の
お
知
ら
せ

�
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名
誉

教
授
）
七
月
二
十
四
日
、
午
後
一
時
半
〜

四
時
半
。『
教
行
信
証
』を
学
ん
で
い
ま
す
。

�
大
経
の
会

七
月
二
十
八
日
、
九
月
十
六
日
、
十
月
五

日
、午
前
十
時
〜
午
後
三
時
。講
師
は
佐
々

木
師
と
住
職
の
担
当
月
別
。細
川
巌
著『
正

信
偈
讃
仰
』
㈥
を
学
ん
で
い
ま
す
。
お
弁

当
持
参
し
て
下
さ
い
。

�
我
聞
の
会

七
月
十
六
日
、
九
月
十
日
、
十
月
二
十
一

日
、
午
後
二
時
〜
四
時
ま
で
。
講
師
は
住

職
。「
真
宗
の
簡
要
」（
前
住
職
著
）、
サ

ブ
テ
キ
ス
ト
「
無
量
寿
経
に
聞
く
」（
松

原
祐
善
著
）。「
無
量
寿
経
に
聞
く
」（
下

巻
）（
延
塚
知
道
著
）。

�
微
風
学
舎

六
月
二
十
四
日
、
七
月
二
十
二
日
、
九
月

三
日
、
十
月
十
五
日
。
午
後
七
時
〜
九
時

ま
で
。
講
師
は
住
職
。
親
鸞
に
お
け
る
現

生
不
退
の
視
座‐

サ
ブ
テ
キ
ス
ト
「
今
日

の
こ
と
ば
」「
真
宗
の
生
活
」。

�
真
宗
に
学
ぶ
つ
ど
い（
埼
玉
親
鸞
教
室
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
ま
で
。
会
場
は

一
心
寺
（
浦
和
）。
八
月
三
十
日
、
十
二

月
十
二
日
、
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
日
。

講
師
は
四
衢
亮
氏
。

�
お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用
意

下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご
連

絡
下
さ
い
。

吉
澤

光
昭

仰
ぎ
見
る
北
信
五
岳
夏
兆
す

身
の
程
を
知
り
し
溜
息
麦
の
秋

世
界
史
を
紙
魚
も
読
み
し
か
読
み
に
く
し

山
田

恒

夢
で
い
い
星
か
ら
蛍
と
ん
で
こ
い

か
ん
ぬ
き

米
寿
近
し
ま
だ
閂
が
外
せ
な
い

山
田

恒

一
葉
の
桜
を
心
待
ち
に
せ
し
友
は

旅
立
っ
て
行
く
開
花
の
前
に

紺
碧
の
日
本
海
に
沈
む
陽
よ

二
十
七
回
忌
の
妻
の
ふ
る
さ
と

佐
々
木

玄
吾

花
ぐ
も
り
汗
か
き
上
る
家
族
に
は

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
マ
ン
ト
広
げ
る

親
子
孫
そ
ろ
っ
て
上
る
動
物
園

弁
当
広
げ
食
事
の
こ
と
ば佐

々
木

文
子

威
大
な
る
実
行
力
と
熱
の
人

逝
き
し
あ
な
た
の
ご
恩
偲
ば
る

赤
秀

品
枝

と

も

花
冷
え
の
読
経
の
中
を
逝
き
し
同
朋

タ
バ
コ
と
ラ
イ
タ
ー
柩
に
入
れ
て

春
な
の
に
寒
さ
と
嵐
と
桜
花

別
れ
の
涙
胸
に
せ
ま
り
て

篠
原

潤
子

朝
八
時
連
休
カ
フ
ェ
は
人
ま
ば
ら

こ

孫
会
い
た
さ
に
都
心
娘
の
家

二
メ
ー
ト
ル
自
前
大
筆
し
ょ
い
参
加

大
き
な
文
字
を
若
者
と
書
く

森
ビ
ル
で
発
明
の
事
ス
ピ
ー
チ
す

声
は
う
わ
ず
る
足
宙
に
う
く

旅
先
で
出
逢
い
四
十
二
年
た
ち

つ
ま

見
捨
て
ぬ
夫
や
南
無
阿
弥
陀
仏

い
ず
み
会
館
子
ど
も
会

四
月
の
子
ど
も
会
は
多
摩
動
物
公
園

へ
の
遠
足
で
あ
る
。
午
前
十
時
に
会
館

に
集
ま
り
勤
行
し
た
。
お
母
さ
ん
講
師

の
お
話
は
「
し
ん
ら
ん
様
」「
そ
よ
風

わ
た
る
朝
の
窓

働
く
手
の
ひ
ら
合
わ

せ
つ
つ

南
無
阿
弥
陀
仏
と
な
え
れ
ば

親
鸞
さ
ま
は
に
こ
や
か
に

私
の
と
な

り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
島
倉
千
代
子
の

歌
を
ス
マ
ホ
で
聞
い
て
、
後
で
み
ん
な

で
歌
っ
た
。
母
が
好
き
な
歌
で
し
た
と

言
わ
れ
た
。十
時
三
十
五
分
会
館
出
発
。

動
物
園
に
着
い
た
の
は
十
一
時
過
ぎ
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

ま
で
一
時
間
余
り
汗
を
か
い
て
上
っ

た
。
昼
食
の
後
、
記
念
写
真
を
撮
っ
て

解
散
。
家
族
毎
に
好
き
な
コ
ー
ス
で
下

り
た
。

（
玄
吾
）

安曇野の夏
山田 邦興 画
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